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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ケ ー シ ン グ と 、 時 計 の 動 作 を 制 御 す る ホ イ ー ル な ど の 調 速 機 （ ３ ） を 前 記 ケ ー シ ン グ の  
内 部 に お い て 支 持 す る フ レ ー ム （ ２ ） と を 備 え た 時 計 で あ っ て 、 こ の 時 計 は 、 調 速 機 （ ３  
） を 制 御 す る た め の レ バ ー （ １ ０ ） を 有 し 、 前 記 ケ ー シ ン グ に は レ バ ー （ １ ０ ） を 動 作 さ  
せ る た め の ボ タ ン （ Ａ ） が 設 け ら れ 、 レ バ ー （ １ ０ ） は 少 な く と も １ つ の 中 間 可 撓 体 （ １  
２ 、 １ ３ ） に よ っ て フ レ ー ム （ ２ ） に 接 続 さ れ 、 少 な く と も １ つ の 中 間 可 撓 体 （ １ ２ 、 １  
３ ） は 、 選 択 さ れ た 位 置 を 有 し 、 レ バ ー （ １ ０ ） が 、 前 記 選 択 さ れ た 位 置 か ら 撓 ん だ 後 に  
自 動 的 に 元 に 戻 る よ う に 構 成 さ れ た も の に お い て 、 レ バ ー （ １ ０ ） と 、 少 な く と も １ つ の  
可 撓 体 （ １ ２ 、 １ ３ ） と 、 フ レ ー ム （ ２ ） と が 単 一 部 品 を 形 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る  
時 計 。
【 請 求 項 ２ 】
　 レ バ ー （ １ ０ ） が 少 な く と も ２ つ の 中 間 可 撓 体 （ １ ２ 、 １ ３ ） に よ っ て フ レ ー ム （ ２ ）  
に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 時 計 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ２ つ の 中 間 可 撓 体 （ １ ２ 、 １ ３ ） が 面 内 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２  
記 載 の 時 計 。
【 請 求 項 ４ 】
　 調 速 機 （ ３ ） が フ レ ー ム （ ２ ） に 接 続 さ れ 、 調 速 機 （ ３ ） は フ レ ー ム （ ２ ） に 関 し て 少  
な く と も ２ つ の 安 定 位 置 を 備 え て お り 、 調 速 機 （ ３ ） は 、 レ バ ー （ １ ０ ） の 操 作 に よ っ て  

請求項の数　12　（全9頁）
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前 記 少 な く と も ２ つ の 安 定 位 置 の 間 を 移 動 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ ま  
で の い ず れ か １ 項 記 載 の 時 計 。
【 請 求 項 ５ 】
　 調 速 機 （ ３ ） と フ レ ー ム （ ２ ） と レ バ ー （ １ ０ ） と の 少 な く と も １ つ が 単 一 部 品 （ １ ）
を 形 成 す る か 、 ま た は こ れ ら の 要 素 の 置 換 物 が 一 緒 に 単 一 部 品 を 形 成 し て い る こ と を 特 徴  
と す る 請 求 項 １ か ら ４ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 時 計 。
【 請 求 項 ６ 】
　 調 速 機 （ ３ ） と フ レ ー ム （ ２ ） と レ バ ー （ １ ０ ） と が 面 内 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す  
る 請 求 項 １ か ら ５ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 時 計 。
【 請 求 項 ７ 】
　 調 速 機 （ ３ ） が 、 フ レ ー ム （ ２ ） に 接 続 さ れ た 弾 性 支 持 ビ ー ム （ ６ 、 ７ ） と 協 働 す る よ  
う に 構 成 さ れ た ス ロ ッ ト （ ８ ａ 、 ８ ｂ 、 ９ ａ 、 ９ ｂ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １  
か ら ６ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 時 計 。
【 請 求 項 ８ 】
　 レ バ ー （ １ ０ ） が 、 こ の レ バ ー （ １ ０ ） の 操 作 に よ っ て 長 手 方 向 に 変 位 可 能 な ビ ー ム （  
１ １ ） に 、 こ の ビ ー ム （ １ １ ） を 駆 動 す る よ う に 接 続 し て お り 、 前 記 ビ ー ム （ １ １ ） は 、  
前 記 レ バ ー （ １ ０ ） の 操 作 時 に 、 前 記 ホ イ ー ル を 移 動 さ せ る た め に 調 速 機 （ ３ ） の 接 触 面  
に 連 結 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ７ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 時 計 。
【 請 求 項 ９ 】
　 レ バ ー （ １ ０ ） の 操 作 に よ り 、 ビ ー ム （ １ １ ） が 調 速 機 （ ３ ） を 第 １ の 安 定 位 置 か ら 第  
２ の 安 定 位 置 へ 、 ま た は そ の 逆 に 移 動 さ せ る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の  
時 計 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 調 速 機 （ ３ ） が コ ラ ム ホ イ ー ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ９ ま で の い ず れ か  
１ 項 記 載 の 時 計 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 調 速 機 （ ３ ） は 、 使 用 時 に 水 平 ク ラ ッ チ （ ２ ５ ） と し て 動 作 す る も の で あ る こ と を 特 徴  
と す る 請 求 項 １ か ら ９ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 時 計 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 調 速 機 （ ３ ） は 、 使 用 時 に ブ レ ー キ レ バ ー （ ２ ４ ） と し て 動 作 す る も の で あ る こ と を 特  
徴 と す る 請 求 項 １ か ら ９ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 時 計 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 調 速 機 を 支 持 す る フ レ ー ム を 備 え た 時 計 に 関 す る 。 調 速 機 は 、 通 常 は （ 柱 状  
の ） 輪 体 で あ っ て 、 時 計 の 動 作 を 司 る 。 こ の 時 計 は 、 調 速 機 を 制 御 す る た め の レ バ ー を さ  
ら に 備 え る 。 そ し て 時 計 は 、 （ プ ッ シ ュ ） ボ タ ン 付 き の ケ ー シ ン グ を 備 え て お り 、 ボ タ ン  
を 押 す と レ バ ー が 作 動 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 調 速 機 は 、 時 計 に お け る 任 意 の 部 分 で あ っ て 、 時 計 の 特 定 の 操 作 を 管 理 す る 。 特 に 、 ス  
ト ッ プ ウ ォ ッ チ （ ク ロ ノ グ ラ フ 時 計 ） の ス タ ー ト ／ ス ト ッ プ ／ リ セ ッ ト 、 標 準 時 に つ い て  
の 特 定 の タ イ ム ゾ ー ン の 時 刻 の 修 正 、 日 付 の 調 整 、 特 定 の Ｇ Ｐ Ｓ 位 置 に 基 づ く 時 計 の 同 期  
な ど を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の よ う な 時 計 の 例 と し て 、 た と え ば 、 何 十 年 も 知 ら れ て い る ク ロ ノ グ ラ フ 時 計 が 挙 げ  
ら れ る 。 そ の 構 造 の 非 常 に 詳 細 な 説 明 が 、 非 特 許 文 献 １ に よ っ て 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の ク ロ ノ グ ラ フ 時 計 で は 、 コ ラ ム ホ イ ー ル は 、 多 層 ホ イ ー ル で あ っ て 、 ク ロ ノ グ ラ  
フ に お け る 他 の す べ て の 部 品 の 位 置 と 動 き を 決 定 す る 。 こ れ は 、 ボ タ ン を 押 す こ と に よ っ  
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て 作 動 す る 。 こ の ボ タ ン を 押 す こ と に よ り 、 ラ チ ェ ッ ト ラ ッ チ が 下 方 に 引 っ 張 ら れ 、 そ れ  
に よ っ て コ ラ ム ホ イ ー ル が 回 転 す る 。 回 転 す る と 、 コ ラ ム ホ イ ー ル の 歯 が 、 外 側 に 移 動 す  
る 最 初 の レ バ ー と 接 触 す る （ こ の 最 初 の レ バ ー は 、 水 平 ク ラ ッ チ で 、 秒 針 用 歯 車 と ク ロ ノ  
グ ラ フ ギ ヤ と を か み 合 わ せ る ） 。 同 時 に 、 コ ラ ム ホ イ ー ル の 回 転 に よ り 、 ２ 番 目 の レ バ ー  
が 内 側 に 倒 れ る （ こ の ２ 番 目 の レ バ ー は 、 ブ レ ー キ レ バ ー で あ り 、 ク ロ ノ グ ラ フ の 針 が 動  
き 始 め る よ う に 解 放 さ れ る ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 最 後 に 、 フ ッ ク 付 き の ス プ リ ン グ を 使 用 し て 、 コ ラ ム ホ イ ー ル が 前 後 に 動 く の を 防 止 す  
る 。 基 本 的 に 、 こ の 構 造 に よ っ て 、 コ ラ ム ホ イ ー ル に 安 定 し た 位 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ク ロ ノ グ ラ フ の 作 動 を 停 止 す る に は 、 ボ タ ン を も う 一 度 押 す 必 要 が あ る 。 こ れ に よ り 、  
ラ ッ チ が 下 に 移 動 し 、 コ ラ ム ホ イ ー ル が さ ら に 回 転 し て 、 水 平 ク ラ ッ チ が 外 れ か つ ブ レ ー  
キ レ バ ー に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 来 の ク ロ ノ グ ラ フ 時 計 に は い く つ か の 欠 点 が あ る 。 特 に 、 機 構 部 は 多 く の 部 品 （ ＞ ２  
０ ） で 構 成 さ れ て お り 、 組 み 立 て が 必 要 で あ る 。 さ ら に 、 コ ラ ム ホ イ ー ル は 多 層 部 品 で あ  
り 、 製 造 が 困 難 で あ る 。 最 後 に 、 組 み 立 て ら れ た 状 態 で コ ラ ム ホ イ ー ル と フ レ ー ム と レ バ  
ー と を 備 え た シ ス テ ム が 非 平 面 的 で あ る た め 、 ク ロ ノ グ ラ フ 時 計 の 厚 み が 比 較 的 大 き く な  
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 時 計 で 可 能 な 他 の 操 作 、 お よ び レ バ ー に 作 用 す る 押 し ボ タ ン で 開 始 ま た は 停 止 す る 操 作  
が 、 同 様 の 問 題 を 引 き 起 こ す 。 そ の 操 作 は 、 ス ト ッ プ ウ ォ ッ チ （ ク ロ ノ グ ラ フ 時 計 ） を ス  
タ ー ト ／ ス ト ッ プ ／ リ セ ッ ト す る 機 能 、 標 準 時 に つ い て の 特 定 の タ イ ム ゾ ー ン の 時 刻 を 修  
正 す る 機 能 、 日 付 調 整 機 能 、 特 定 の Ｇ Ｐ Ｓ 位 置 に 基 づ い て 時 計 を 同 期 さ せ る 機 能 な ど に 関  
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 特 許 文 献 １ は 、 ケ ー シ ン グ と 、 ケ ー シ ン グ 内 の フ レ ー ム で あ っ て 、 時 計 の 動 作 を 管 理 す  
る ホ イ ー ル な ど の 調 速 機 を 支 持 す る フ レ ー ム と を 備 え る 時 計 を 開 示 し て い る 。 こ の 時 計 は  
、 調 速 機 を 制 御 す る た め の レ バ ー を さ ら に 含 む 。 ケ ー シ ン グ に は 、 レ バ ー を 作 動 さ せ る た  
め の ボ タ ン が 設 け ら れ て お り 、 レ バ ー は 少 な く と も １ つ の 中 間 可 撓 体 に よ っ て フ レ ー ム と  
接 続 し 、 こ の 少 な く と も １ つ の 中 間 可 撓 体 は 、 レ バ ー が 偏 向 さ れ た 後 に 自 動 的 に 戻 る 優 先  
位 置 を 有 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 文 献 】 ヨ ー ロ ッ パ 特 許 第 ０ ４ ９ ８ ２ １ ２ 号 明 細 書
【 非 特 許 文 献 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 文 献 】 h t t p s : / / w w w . w a t c h p r o s i t e . c o m / a . - l a n g e - a n d - s % C 3 % B 6 h n e / h o w - c o l u m n  
- w h e e l - c h r o n o g r a p h s - w o r k - n o t a b l y - t h e - l a n g e - l 9 5 1 - m o v e m e n t s - / 1 0 . 1 0 2 6 6 7 3 . 7  
2 9 3 3 9 3 /
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 添 付 の 請 求 項 の １ つ ま た は 複 数 に 関 す る 特 徴 を 有 す る 時 計 が 提 案 さ れ  
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 時 計 の 第 １ の 態 様 は 、 レ バ ー と 、 少 な く と も １ つ の 可 撓 体 と 、 フ レ ー ム と が 単  
一 部 品 を 形 成 し て い る と い う 特 徴 を 有 す る 。 こ れ は 、 時 計 の 製 造 お よ び 組 立 て の 観 点 か ら  
有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 好 ま し く は 、 レ バ ー は 、 少 な く と も ２ つ の 中 間 可 撓 体 に よ っ て フ レ ー ム に 接 続 さ れ て い  
る 。 こ れ に よ り 、 衝 撃 や 振 動 に 耐 え る 、 よ り 頑 丈 な 構 造 が 提 供 さ れ る 。 少 な く と も ２ つ の  
中 間 可 撓 体 は 、 そ の ま わ り で レ バ ー が 回 転 で き る 仮 想 軸 受 を 創 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し く は 、 ２ つ の 中 間 可 撓 体 は 面 内 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 で は 、 調 速 機 は 、 フ レ ー ム に 接 続 さ れ る と と も に 、 フ レ ー ム に 関 し て  
少 な く と も ２ つ の 安 定 位 置 が 設 け ら れ 、 そ し て 調 速 機 は 、 レ バ ー の 操 作 に よ っ て 前 記 少 な  
く と も ２ つ の 安 定 位 置 の 間 で 移 動 可 能 で あ る 。 そ の よ う な 調 速 機 は 、 ク ロ ノ グ ラ フ 時 計 に  
お け る 従 来 の コ ラ ム ホ イ ー ル の 機 能 を 果 た す こ と が で き 、 そ の 構 造 を 大 幅 に 簡 素 化 す る 。  
調 速 機 は 、 た と え ば 、 時 計 に お け る 非 作 動 位 置 か ら 作 動 位 置 へ ギ ヤ を 動 か す た め に 使 用 さ  
れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 一 般 に 、 調 速 機 が 少 な く と も ２ つ の 可 撓 体 に よ っ て フ レ ー ム に 接 続 さ れ る こ と が 有 利 で  
あ る 。 こ の 少 な く と も ２ つ の 可 撓 体 は 、 第 １ の 位 置 お よ び 第 ２ の 位 置 に 配 置 さ れ 、 第 １ の  
位 置 お よ び 第 ２ の 位 置 は 、 調 速 機 に つ い て の 少 な く と も ２ つ の 安 定 位 置 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 時 計 の １ つ の 適 切 な 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 位 置 に あ る と き に 、 少 な く と も ２ つ  
の 可 撓 体 は 緩 め ら れ て お り 、 第 ２ の 位 置 に あ る と き に 、 少 な く と も ２ つ の 可 撓 体 に は 曲 が  
り が 発 生 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 時 計 の 別 の 適 切 な 実 施 形 態 で は 、 少 な く と も ２ つ の 可 撓 体 は 第 １ の 位 置 に あ る  
と き に 第 １ の 方 向 の 曲 が り が 発 生 し 、 こ の 少 な く と も ２ つ の 可 撓 体 は 、 第 ２ の 位 置 に あ る  
と き に 、 第 １ の 方 向 と 反 対 の 第 ２ の 方 向 に 曲 が り が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 で は 、 調 速 機 と フ レ ー ム と レ バ ー と の 少 な く と も １ つ が 単 一 部 品 を 形  
成 す る か 、 ま た は こ れ ら の 要 素 が 一 緒 に 単 一 部 品 を 形 成 す る 。 こ れ に よ り 、 時 計 の 組 み 立  
て が 、 よ り 煩 雑 で な く な る か 、 よ り 費 用 が か か ら な く な る 。 ま た 、 時 計 の 信 頼 性 と 精 度 も  
向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 態 様 で は 、 調 速 機 と フ レ ー ム と レ バ ー と が 面 内 に 設 け ら れ る 。 こ れ に  
よ り 、 超 薄 型 の 時 計 を 組 み 立 て て 提 供 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 好 ま し い 特 徴 は 、 調 速 機 が 、 フ レ ー ム に 接 続 さ れ た 弾 性 支 持 ビ ー ム と 協 働 す る よ  
う に 構 成 さ れ た ス ロ ッ ト を 備 え る こ と に あ る 。 こ れ に よ り 、 調 速 機 に つ い て の そ れ ぞ れ の  
安 定 位 置 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 別 の 注 目 す べ き 特 徴 は 、 レ バ ー が 、 こ の レ バ ー の 操 作 に よ っ て 長 手 方 向 に 変 位 可 能 な ビ  
ー ム に 、 こ の ビ ー ム を 駆 動 す る よ う に 接 続 し て お り 、 ビ ー ム は 、 レ バ ー の 操 作 時 に 調 速 機  
の 接 触 面 に 連 結 し て 、 こ の 調 速 機 を 移 動 さ せ る こ と に あ る 。 こ れ に よ れ ば 、 レ バ ー の 操 作  
に よ っ て 、 ビ ー ム が 調 速 機 を 第 １ の 安 定 位 置 か ら 第 ２ の 安 定 位 置 へ 、 ま た は そ の 逆 に 移 動  
さ せ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 好 ま し い 特 徴 に お い て は 、
　 － 調 速 機 は ク ロ ノ グ ラ フ 時 計 の コ ラ ム ホ イ ー ル で あ る 。
　 － 調 速 機 が 使 用 中 に 水 平 ク ラ ッ チ と し て 動 作 す る 。
　 － 調 速 機 が 使 用 中 に ブ レ ー キ レ バ ー と し て 動 作 す る 。
　 － 調 速 機 が 使 用 中 に 水 平 ク ラ ッ チ お よ び ブ レ ー キ レ バ ー と し て 動 作 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 に も と づ く ク ロ ノ グ ラ フ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ． １ 】 ホ イ ー ル 、 フ レ ー ム 、 レ バ ー を 備 え た 本 発 明 の ク ロ ノ グ ラ フ 時 計 の 実 施 形 態  
の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ． ２ 】 ホ イ ー ル 、 フ レ ー ム 、 レ バ ー を 備 え た 本 発 明 の ク ロ ノ グ ラ フ 時 計 の 他 の 実 施  
形 態 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 フ レ ー ム 内 に お け る 特 に ホ イ ー ル の サ ス ペ ン シ ョ ン に つ い て の 第 １ の 実 施 例 を 示  
す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 フ レ ー ム 内 に お け る 特 に ホ イ ー ル の サ ス ペ ン シ ョ ン に つ い て の 第 ２ の 実 施 例 を 示  
す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ホ イ ー ル が コ ラ ム ホ イ ー ル と 水 平 ク ラ ッ チ と ブ レ ー キ と の 機 能 を 一 緒 に 備 え て い  
る シ ス テ ム を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 を 限 定 す る も の で は な い 、 本 発 明 に よ る ク ロ ノ グ ラ フ 時 計  
の 例 示 的 な 実 施 形 態 の 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 を さ ら に 説 明 す る 。 た だ し 、 以 下 で 説 明 す  
る ク ロ ノ グ ラ フ 時 計 の 特 定 の 例 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 一 般 性 を こ れ ら の 例 の み に 限 定 す る  
も の で は な い こ と に 注 意 す べ き で あ る 。 特 許 請 求 の 範 囲 は 、 少 な く と も １ つ 以 上 の 添 付 の  
請 求 項 の 機 能 を 持 ち か つ さ ま ざ ま な 機 能 に 対 処 す る 時 計 に 、 適 用 さ れ る 。 こ の さ ま ざ ま な  
機 能 と し て 、 ス ト ッ プ ウ ォ ッ チ （ ク ロ ノ グ ラ フ 時 計 ） を ス タ ー ト ／ ス ト ッ プ ／ リ セ ッ ト す  
る 機 能 、 標 準 時 に つ い て の 特 定 の タ イ ム ゾ ー ン の 時 刻 を 通 常 の 時 計 に お い て 修 正 す る 機 能  
、 通 常 の 時 計 に お け る 日 付 調 整 機 能 、 特 定 の Ｇ Ｐ Ｓ 位 置 に 基 づ い て 通 常 の 時 計 を 同 期 さ せ  
る 機 能 な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 に お い て 、 同 じ 参 照 符 号 が 付 さ れ る と き は い つ で も 、 こ れ ら の 符 号 は 同 じ 部 材 を 指 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ と 図 ２ ． １ お よ び ２ ． ２ と を 参 照 し て 、 図 １ に 示 さ れ る ク ロ ノ グ ラ フ 時 計 の 基 本 的  
な 動 作 を 、 本 発 明 に 関 連 す る 限 り に お い て 説 明 す る 。 ク ロ ノ グ ラ フ 時 計 に お い て 動 作 に 必  
要 な 残 り の 部 材 の す べ て は 、 図 示 さ れ て い な い 。 そ れ ら は 、 従 来 技 術 の （ ク ロ ノ グ ラ フ ）  
時 計 の 構 造 と 一 致 し て い る た め で あ る か 、 ま た は 完 全 に 一 致 し て い る 可 能 性 を 有 す る た め  
で あ る 。 そ の た め 、 そ れ ら の 部 材 は 、 本 発 明 を 理 解 す る た め に は 必 要 と さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ は 、 同 時 計 が 、 図 ２ ． １ お よ び ２ ． ２ に 示 さ れ る レ バ ー １ ０ を 作 動 さ せ る た め の 押  
し ボ タ ン Ａ を 備 え た ケ ー シ ン グ を 有 す る こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ケ ー シ ン グ は 、 ホ イ ー ル ３ と 、 フ レ ー ム ２ と 、 レ バ ー １ ０ と を 有 し 、 こ れ ら は 、 図 ２ ．  
１ お よ び ２ ． ２ に 示 す よ う に 、 単 一 部 品 １ と し て 完 成 さ れ て い る 。 ホ イ ー ル ３ の み 、 フ レ  
ー ム ２ の み 、 ま た は レ バ ー １ ０ の み を 、 一 部 品 と し て 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ れ ら  
の 要 素 を 組 み 合 わ せ て １ つ の 部 品 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ の 右 上 の ボ タ ン Ａ を 押 す と 、 レ バ ー １ ０ （ 図 ２ ． １ お よ び ２ ． ２ を 参 照 ） が 左 下 に  
押 し 下 げ ら れ 、 図 ２ ． １ の 単 一 の 可 撓 体 １ ２ と 図 ２ ． ２ の 可 撓 体 １ ２ 、 １ ３ と が レ バ ー １  
０ を フ レ ー ム ２ に 接 続 し て い る た め 、 レ バ ー １ ０ は そ の 中 心 軸 を 中 心 に 反 時 計 方 向 に 回 転  
す る 。 こ の 動 き に よ っ て レ バ ー １ ０ は 、 ビ ー ム １ １ を ホ イ ー ル ３ の 接 触 面 に 向 か っ て 長 手  
方 向 に 押 す 。 ビ ー ム １ １ が ホ イ ー ル ３ と 連 動 す る と 、 ホ イ ー ル ３ は 、 反 時 計 回 り に 回 転 し  
て 、 第 １ の 安 定 位 置 （ 図 ２ ． １ お よ び ２ ． ２ に 示 す ） か ら 第 ２ の 安 定 位 置 へ と ス ナ ッ プ す  
る 。 こ の 点 は 、 当 業 者 で あ れ ば 、 図 示 の 構 造 か ら 想 像 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 可 撓 体 １ ２ 、 １ ３ の 剛 性 に よ っ て 、 レ バ ー １ ０ は 、 右 上 の ボ タ ン Ａ が 押 さ れ て い な い 限  
り 、 そ の 元 の 位 置 に 戻 る 。 右 上 の ボ タ ン Ａ を も う 一 度 押 す と 、 同 じ シ ー ケ ン ス が 実 現 す る  
。 こ の と き に お い て の み 、 ビ ー ム １ １ は 、 ホ イ ー ル ３ と 連 動 し て い る こ と で 、 ホ イ ー ル ３  
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を 時 計 方 向 に 回 転 さ せ て 、 第 ２ の 安 定 位 置 か ら 図 ２ ． １ お よ び ２ ． ２ に 示 す 位 置 で あ る 第  
１ の 安 定 位 置 に ス ナ ッ プ 戻 し す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ３ は 、 ホ イ ー ル ３ が 少 な く と も ２ つ の 可 撓 体 ４ 、 ５ に よ っ て フ レ ー ム ２ に 接 続 さ れ て  
い る 実 施 形 態 を 示 す 。 前 記 し た 少 な く と も ２ つ の 可 撓 体 ４ 、 ５ は 、 ホ イ ー ル ３ の 少 な く と  
も ２ つ の 安 定 位 置 に 対 応 し た 第 １ の 位 置 お よ び 第 ２ の 位 置 を と る よ う に 配 置 さ れ る 。 第 １  
の 位 置 で は 、 少 な く と も ２ つ の 可 撓 体 ４ 、 ５ が 緩 め ら れ る （ 図 の 左 側 の 部 分 を 参 照 ） 。 第  
２ の 位 置 で は 、 少 な く と も ２ つ の 可 撓 体 ４ 、 ５ に 曲 が り が 発 生 し て い る （ 図 の 右 側 の 部 分  
を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ４ は 、 ホ イ ー ル ３ が こ の 場 合 は ４ つ の 可 撓 体 １ ４ ～ １ ７ に よ っ て フ レ ー ム ２ に 接 続 さ  
れ る 別 の 実 施 形 態 を 示 す 。 前 記 し た ４ つ の 可 撓 体 １ ４ ～ １ ７ は 、 ホ イ ー ル ３ の 少 な く と も  
２ つ の 安 定 位 置 に 対 応 し た 第 １ の 位 置 お よ び 第 ２ の 位 置 を と る よ う に 配 置 さ れ る 。 第 １ の  
位 置 で は 、 ４ つ の 可 撓 体 に は 第 １ の 方 向 の 曲 が り が 発 生 し （ 図 の 左 側 の 部 分 を 参 照 ） 、 第  
２ の 位 置 で は 、 ４ つ の 可 撓 体 １ ４ ～ １ ７ に は 、 第 １ の 方 向 と は 反 対 の 第 ２ の 方 向 の 曲 が り  
が 発 生 し て い る （ 図 の 右 側 の 部 分 を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ５ は 他 の 実 施 形 態 を 示 し 、 こ こ で は 、 ホ イ ー ル ３ が 水 平 ク ラ ッ チ ２ ５ お よ び ブ レ ー キ  
レ バ ー ２ ４ の 位 置 を 設 定 す る だ け で な く 、 こ れ ら の ２ つ の レ バ ー は 、 ホ イ ー ル ３ に 組 み 込  
ま れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 に お け る ホ イ ー ル ３ は 、 ま た 、 少 な く と も ２ つ の 安 定 位 置 を 有  
し て 、 稼 働 ギ ヤ ト レ イ ン ２ １ 、 ２ ３ の ギ ヤ を 、 ク ロ ノ グ ラ フ の 別 の ギ ヤ ト レ イ ン ２ ２ と か  
み 合 わ せ る こ と を 可 能 と し 、 ま た ク ロ ノ グ ラ フ 側 ２ ２ に つ い て の ブ レ ー キ レ バ ー ２ ４ を 解  
放 す る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ２ ． １ お よ び ２ ． ２ に 戻 る と 、 ホ イ ー ル ３ に は ス ロ ッ ト ８ ａ 、 ８ ｂ 、 ９ ａ 、 ９ ｂ が 設  
け ら れ て お り 、 こ れ ら の ス ロ ッ ト ８ ａ 、 ８ ｂ 、 ９ ａ 、 ９ ｂ は 、 フ レ ー ム ２ に 接 続 さ れ た 弾  
性 支 持 ビ ー ム ６ 、 ７ に 設 け ら れ た 突 起 と 協 働 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 図 ２ は 、 支 持 ビ  
ー ム ６ 、 ７ 上 の 前 記 突 起 が ス ロ ッ ト ８ ａ お よ び ９ ａ に は ま り 込 ん で ホ イ ー ル ３ を 第 １ の 安  
定 位 置 に 確 保 す る こ と を 示 し て い る 。 ホ イ ー ル ３ が 第 ２ の 安 定 位 置 に 移 動 す る と 、 支 持 ビ  
ー ム ６ 、 ７ の 突 起 が ス ロ ッ ト ８ ｂ お よ び ９ ｂ に は ま り 込 ん で 、 第 ２ の 安 定 位 置 に 確 保 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 上 、 本 発 明 の ク ロ ノ グ ラ フ 時 計 の 例 示 的 な 実 施 形 態 を 参 照 し て 本 発 明 を 説 明 し た が 、  
本 発 明 は 、 こ れ ら の 特 定 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 か ら 逸 脱 す る こ と  
な く 多 く の 方 法 で 変 更 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 上 記 に お い て 説 明 さ れ た 例 示 的 な  
実 施 形 態 は 、 こ れ に も と づ い て 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 を 厳 密 に 解 釈 す る た め に は 、 使 用 さ  
れ る べ き で は な い 。 逆 に 、 上 記 し た 実 施 形 態 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 を こ れ ら の 例 示 的 な 実 施  
形 態 に 限 定 す る こ と を 意 図 せ ず に 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 の 文 言 を 説 明 す る こ と の み を 意  
図 し た も の で あ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 保 護 の 範 囲 は 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 に 従 っ て  
の み 解 釈 さ れ る べ き で あ り 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 文 言 に お い て 起 こ り 得 る 曖 昧 さ は 、 こ れ ら  
の 例 示 的 な 実 施 形 態 を 使 用 し て 解 決 さ れ る も の と す る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ ． １ 】

【 図 ２ ． ２ 】 【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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